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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

より多様な進路支援の強化

現在、進学・就職に向けた支援は行っていますが、さらに幅広い進

路選択肢（ボランティア活動等）を提供することで、より多様な進

路希望に対応できる体制を整えていきたいと考えています。進学や

就労以外の選択肢についても利用者に情報提供し、幅広い選択肢を

検討できるようにすることが目標です。

2

職場体験の強化

就労支援をより充実させるために、実際の職場での体験機会を増や

すことが必要です。施設見学やインターンシップの機会をさらに拡

充させ、実務経験を通じて、利用者が自分に合った職業を見つけや

すくするサポートを強化します。

3

心理的支援の多層化

精神的なサポートをより強化するために、個別のカウンセリングに

加え、グループセッションやストレスマネジメントのワークショッ

プを開催することで、心理的な支援の幅を広げていきたいと考えて

います。また、利用者のニーズに合わせた心のケアを一層深め、心

理的な安定を得られる環境作りを強化します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

多様な進路選択肢の提供

進学や就職以外の選択肢を提供するため、例えば社会貢献活動の支援を加え

ることが求められます。これにより、利用者が自分の可能性を広げる手助け

をし、多様な進路選択肢に対する理解を深めてもらうことができます。ま

た、実際に社会貢献活動に携わっている方々を招いて講演やワークショップ

を開催するなど、幅広い視野を提供できる環境作りが重要です。

2

個別化されたスキル支援

各利用者のスキルレベルやニーズに合わせたカスタマイズ支援が必要です。

例えば、基礎的なパソコンスキルを学ぶ利用者にはより丁寧で段階的なサ

ポートを行い、高度なスキルを求める利用者には個別のアドバイスや実践的

な学習機会を提供することで、各々が必要とする支援を的確に提供できま

す。

3

心理的支援の多様化

精神面でのサポートをより幅広く行うために、個別のカウンセリングに加え

て、グループでの支援を充実させる必要があります。グループワークやメン

タルヘルスワークショップを導入することで、利用者同士が共感しあい、支

え合うことで心理的な成長を促すことができます。また、ピアサポートの体

制を作ることで、利用者が他の利用者との交流を通じて自信を持ち、社会的

なつながりを深める機会を増やすことが期待できます。
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心理面のサポートの広がりが不足

精神面での支援が充実している一方で、個別カウンセリングに依存しすぎて

いる部分があるかもしれません。利用者によっては、グループでの支援や他

の形態の支援も有効ですが、現在のところ個別対応に偏りがちです。個別カ

ウンセリングだけでは、他の利用者との交流や共感を通じた支援が不十分に

なる可能性があります。

心理支援の広がり不足

個別カウンセリングは非常に効果的ですが、グループセッションやチームビ

ルディング、仲間との協力的な活動が少ないことから、集団での心理的な成

長や他者との関わりの中での学びが不足している可能性があります。これに

より、利用者の心理的支援の幅を広げるために、多様な方法を検討する必要

があります。全体活動でソーシャルスキルトレーニングを実施しており、そ

のなかでも個別レベルから集団での交流に移行できるようにしたい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

進路支援の選択肢が限定的

当事業所では進学や就職に向けた支援が中心となっていますが、進路選択肢

が進学と就労に偏っている部分があります。そのため、起業支援やプログラ

ミング・eスポーツなど、進学や就職以外の選択肢を模索する利用者に対して

十分な支援が提供できていない場合があるかもしれません。この点は、利用

者の多様な進路選択に対応できるように改善が必要です。

進路選択肢の多様性不足

進学・就職に偏りがちな支援内容は、教育課程や就労支援に特化した事業所

の特性に由来しています。そのため、利用者が考える進路選択肢の幅を広げ

るためには、事業所内でのサポート体制を拡充し、ボランティア活動を含め

た選択肢の情報提供や支援を進めていく必要があります。

スキル向上の支援が個別化されていない

パソコンスキルや資格取得支援などのトレーニングは実施していますが、利

用者のスキルレベルや希望に応じた個別化が不十分な場合があります。一人

ひとりの学習ペースや得意分野に応じたより細かい支援が不足していると感

じることもあります。これにより、特定のスキルを必要とする利用者に対し

て、もう少し個別に対応したトレーニングを強化する必要があります。

支援方法の個別化不足

スキル向上や資格取得支援は、標準化された内容で提供されることが多いた

め、利用者それぞれのペースやニーズに応じた柔軟な支援が足りていないこ

とがあります。利用者が抱える課題や背景に応じて、さらに柔軟な対応をす

るための工夫が求められます。

学習支援と進路支援の充実

当事業所の大きな強みは、通信制高校の学習センターを併設している

点です。この特徴により、利用者が高校の単位取得を目指しながら、

同時に卒業後の進路決定を支援することができます。三者面談で進路

を確定し、進学先の受験のサポートや、進路選択に悩む利用者にとっ

て大きな支援となっています。

別対応と進路に合わせた支援

高校生を中心に個別の進路相談や学習支援を行う際に、利用者一人ひ

とりの進路希望や学習状況に合わせた支援を意識的に行っています。

例えば、進学希望者には進学先の情報提供や出願サポートを、就労希

望者には具体的な就職活動支援を行うなど、個別対応に重点を置いて

います。

福祉就労支援の多角的なサポート

卒業後、就労を目指す利用者に対しても、就労移行支援事業所や就労継続支

援事業所を紹介しており、福祉的就労を目指す利用者に対して必要な支援を

多角的に行っています。施設見学の同行など実践的な支援を行うことで、就

労の現場に必要な理解を深めています。また、資格取得支援（例：子育て支

援員等）やパソコンスキルのトレーニングも行っており、利用者のスキル向

上を助ける体制が整っています。

スキル向上のための実践的トレーニング

就労を目指す利用者に対しては、パソコンスキルや資格取得のための

トレーニングを積極的に行っています。これにより、卒業後に必要と

なる実務能力を身につけさせることができ、就職の際にも自信を持っ

て臨むことができるようサポートしています。

心理支援体制の充実

当事業所には心理指導担当職員が常駐しており、利用者一人ひとりに

対する個別面談やカウンセリングを実施しています。精神面でのきめ

細やかなサポートを提供しており、特に精神的に不安定な時期にある

利用者に対して、安心感を与えることができる点は非常に大きな強み

と言えます。

心理面でのサポート強化

精神面のサポートに関しても、個別カウンセリングだけでなく、グ

ループセッションなども実施することで、利用者の不安やストレスを

軽減し、心のケアを充実させています。心理指導担当職員の存在が利

用者にとって非常に心強い支えとなっており、安心してサービスを利

用できる環境を提供しています。
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